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近着文献紹介

図淋賓料部

•———-=-_-——— 

fl
ト
・

u

p

ー

J
 

0

.

0

1

2

 
8
 

、

I

ヽ

＼

〇

’―
 （

 
C

1

4

 ー

ーl
/

 

(

9

0

,

 

oj

岱

t
 

、！ヽ`

f
 

。、g
S
a
l
1

三』
.

n

m

 

ー)
,
＇
`
 

,

C

 

て

0

ー

、’C
I

C

a

 

p
t
I
 

c

n

¥

 

1

:

I

 ，
 

9
.
n
 

1
t
h
 

'、`
p
`
‘
,
 

（
 
，
 

L
 

5
g
r
恥
・
叩

l

l

 

c
 

w
 

sto

例
“
几

Ro

誓
加
，
 

ー

9

C

.

 

‘、

ー

ー

1

0

 

>

S
ー。

＼
 

I

S

 

.

t

I

S

 

W
.
I
l
l
f
e
A
 

「

l

-

；

副題が示すように， 1%(）年に， ドイツのコンスタンツ

で開かれに1Ell窮紆済学会の会滋に加 1 ！ぷれ，為泌I) ア•一

マとな，た]{(）ヽ l(）W O)し、わふる紅済成長にお Irる翡lt砂！間

(take-off) i/)諸I闊坦を扱）に 1ii編叫i倫文と，且凶iこねけ

る討論を要約した洞訊，！i:とからなる，

論文は， 1｛()ヽtow(/)＇ i祥部 I"］と蒻1{．［かII.:.始上り，

Ku/,nct、fJ;「腐IH告に関す少 I-I、Iで` Iくoslow,，兒9、(/)

疑1月と提出し、， さ・、｝ iこl)（：, Nortl-l l‘J、ドに t-, C・，米，

英，狐仏， Ii. 科各なと d)先進11,．IJ哨ifI仲の間！，］を論し，

人11・技術進1↓;• II•J呈間数． 1 ：地II¥]忍・農業・買本）杉成

・礼会間接沢木・外Itl責本とし、、）た{|li|々 (}）紆済，JK奴にお

ける要素につし、ての H.Leil1ensleinなどの価文が峠く。

そして 1)．C,1Iagucが，上記諸論文をもとにして行

なわれた会議へ0)37人の参加者による戸ィスカッション

を整理要約した報告害がくる e編者でもある Rostowは，

"Introduction and Epilogue"において， Kuznetsの離

陸期に投賢率．総国民生産物が急速に刑大するのか，離

薩期とそのHij0)先行条件賂伽期の間に明確な礼沢のなし、

こと，離陸期・先行条件整viii期に分けることは原史的線

続を見落とすこと， どうし！こら 191生的成1えが実現できる

かなどの疑II¥]に答えようとしており，主た，他の人たら

の疑間にも令般的に答えて「離麓」にノ）し、こ j•I11 船＇を深め

る、一とと 1h'[Jとしてし、ふ （似以）

~ Federation of British Industries, /'a/ci．ヽI（lII:9lII’ 
i I II i 'l'・ヽt111c11t s11 /"l '(¥', London , 1 9ti4 , 1 1 1 p. 、

イギリスの ,¥ssociatcdElectrical Ind uヽtriい(()＼crscaヽ）

Ltd. O)j¥':1-i:l収紅i'ii斐F.J. E. Tearle 1¥;;を1、l1にとする •行

7人の関森団が， Federationof British Industriesから

派遣されて，パキスタンの経済情勢と現在の外囚投資の

環坑について凋査した報告苫。

調査団は，今年の 2月23Hから 3月14日まで 3週間に

わたりバキスタンに滞在し，その間，東・西の両J+l知事

をはしめ，中央・東・西各政府の閣僚・幹部，立法・行

政各機l1]の代表と会見し，またラワルヒ゜ンディ， ラホー

ル， ゲッカ，カラチ，チッタゴン， クールナにある工場

・充皮f應定などを視察している，

い'.11]月｝り構成ば，本文と付録がほifl,ijし分拍を古め

るが，その本文itさら；こ，片論， 1）廿発の現状，結論の 3

部I"]に分かjしてし、る口も t)ろんその中心となす0)は，間発

(}) I•見1k ：竺述ヽた部クiぐ，農文，鉱業，鉄鋼 I)Il)（：，水

｝），化冷・イ 1▲，札 I,:: メ／卜，砂糖，家~内」△▲閉，｛，1lll機1見l,

、1i i11')．9,III紅Kの各liil 1ことにi1i ?；がなさitこし、，ふ"つし‘て斤、,',

論としぐ、），L4帖坊，政州の政策， イヤリス庄業の果に

す役‘l』に＇）＼， 9て辿べにあと，投貨の 11J能性のある分野を

各饉` 党別に夕ij‘,iをしてし、る"

こ(})tうに， 4叶訓；，いの視，l:、しIt, イギリスから新規投

汽のIII閉 't(j）1,':J題にしばられてし、るが， Inl[KIの一般経済

枯勢についても，付録の部分て，簡潔な叙述と豊’忙；な統

I, iがこれを補グ）て Vヽる， （林）
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インドの経済1)il発，，I両における政策決定の払礎資料作

成りために NCAERが行なった，）｛9|別地域別所得の格詑

と J•I•I り］農架1.)i 得の乱査報—;\，

がIIりl]地域'1月）外i'H砂'(J)［／野］介は1%5/56り現在のジャム・

IJ ~ミール， ヤーガランド，中央政府直戦領，東北1且樟

地力を除く 14小1、1289地域の性業部1＂尻lj}ii得と l)こりにり

所得りiit,，1と1各i講］介で，結，論として各小1、1各地域でかな

りの格丸＇．が介在することを指摘し，地力所得の均吟発！」;~

とインド全体の l）＼ヽ l',たり 1l.j民所得陪大のにめには潅漑

プロジェクト， L業その他の間発諸プロジェクトの地域

I『)配分決定の際には低開発地域を特別に考慮すべきであ

ると勧告し・ている。なおNCAERは同様の調査を1960/61

年について実施中である。

少li別農業所得推社はジャム・カシミールを含む17小卜1と

I09 
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l卜央政府直刷頒り戸-'Iか集，，11.， f‘ |、 1、(i、l1)i,.l [l1i f :1 

l’I l ii¥ u'） 9!）'’；, -)Jヅ1・ しごし、 r,;「J I (）6(）i / ; l { I •の，」関整，；i み、

綺四業’I-l:．i),1'； i卜犀Jli27 {;:し9:i2( ）（）（~1)」・］し［こ゜ーし 1if岱I: 、~： i l l'ì, i綺[,! 

-＼ -0)最伯ii恨HI'・1,1 19[I'［約600)和レピーとの）、＇，^ を！廿摘し，さ r,iご

JI、1、~°どの悶文の投入係数の；［← (最低ll'l・、／サムo、6.2%， 

恥蒻iiヒマ jャル・ププデ9 ーシO)17.l叫 ↑‘']II平J:'J

1 4. 3%）や T - ］J -‘りたりの机およびi氾叶',!!'，頷，｝］し罰ふl,

菜人IIの I人当たり純庁出額の）ゞきな格冗（只高はケ弓

ラて` 亡'-カ -9-；’iたり中llr:←:I! i額522Jレピ,.-, [,,！純釦［！杓i145 

Jレビ、→，労他'，'i↑1人‘riたり布［生光頷l159Jレビー，訂[fl1:i t 

← ! - v : ¥, 7、タ--：てごオl;＇・ 1 し84ル＇こ°、~, 7 l！レ 1:0-, 3 1 : ：ル~

I °，-, 1:マ・・ 1・ -', Iレ・プラデーシの労飢t1＇ヽ'1，＇こり i[ir'i/1,1

額/l214ル［：'-)が1!1],,7) 、にさ ;/l，、この格，｝〗の］．＇貶 l 人i :-: t 

各）IIの1．喰構恐，気似条件，｛11 t ！恥戊、 J![ f應｛＇（ T）',‘'り，99),;

ふし｝rr-），l tてし‘心:,,, (;1「、 II) 

, C N.Val< i l, l'（） 9'（'I ly aml /）Iml/lIIm, ［9om l)，1 ¥¥ ] 
t A lliC(l l) ell'l]し、h,・,ヽ， 1963, 1,]，357 ])．』

{: I、..0) l.fi'： ； [I’: i’f ：介~汀·.,,_1 ¥-』；，へ)（:． N. ¥ ・, 1 1、ii(cl、：，ミ

ィ人予に1ミ{|'） lーぶ'), I「NESC()附 I≫ 、:/ hll氾 I': 'i 

江いをへてJ.ll{「It ｛ンド準．仙銀行．i・r！＼ド） ［ごt'̀) ］ （！冨;1'1りヽ

t, 1062年：tてのl可諭文の集成。刈泣［打済9;1杞IC')！贔始

在炭としてインドの『I.ifiiした舒済間園の分析し‘.， ‘’s；土に

i l花11n01!'， VaLil の相尊I・ヽ.I:―,f：； !)、}1た1＼り I:諭 L.l l i.I［が

収められている。

第 1部ば1920年代の柏尺地インドの貧1・りとそ(!)処力策

についてマハ）、マ・ガンジーの質問に対ナる粋者のI,1答

とガンジ・のコメントを収め，盆：←;心の妍，•；i: Y(）IIng I11-

cliaに兌火された1}のの円録であろ。

第 2部「；，11[Li｛この創作．段階」では「{y'}ス文兒i‘Vl

ィンドの経済論剖の形成J(1934午），「賢済発，［ ！： lT]＇'，；< ! 

(1 937年）や，独ヽ'i.il'［役のインド舒訴り）欠［富，舒訊¢),,1 

1111［化， ll.ll心舒済における農業窮泊；．I})役',1,:11ぶ論1 1) ！ 1、9

幻 3部1,t;;1• 四化と開兒にかんする P. R. B,la1 11 9i<1 1 90 11(1a 

（ぶンベ（大学金祉紆済学教授））： OJJI; ＇片論、z(i 象↑11i'：•ふ

ぇ匂祐 2次 5カ年，，I・[l111の投脊バク・ーンおよび：．の制I冒 I

側而，低1}［l発諸ll、］に:;;ける， 7．．業化伽j;'；，り1:：：：1月と l: (•「 l 」と

111、ii『J久11詞也，l:糸fi:r； nビ）), i,；fげf.'.It,1.I[ O)＇『l:＋各！： i {ご];,.~'!＇ぶ、1- へ） l； l 

家規模としての人IIと面積， 1次げ油'li1内/1位）‘な立政策It

財政安定か価格安定か，汽仇供給と釘済成lこたどのiド」鳳

が扱われる。

第 4部は糸紐済開発に関連する諾側而の分打て， 「コン

ミュナル1;ij起の経済的晶礎J(1930年）， 「仕会科学の統

.. ・ I, 「f1r,1リ］ 1:：「~打'IF!<J) 企繁 l甘噂行Iけ， 1」［ f,1 [ |]＇］＇i'l ： ｛し（・/)n ;, 
l『J側iirl[J, 「労例紆済予行の役割」と旧ナ・ろ，1論文を収め

芯。(;¥/I) 
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東由アジア各地城について， 191lf：紀後半から現在にい

たる，tでの，経済発屎の特殊的側面を扱った 8論文を収

鉢。］．［cightonBoyceは， 1914年までのイギリス系商

唱銀行0)賢団を扱い， FrancisE. Hydeは， イギリス系

J:1,＼；’1|，f ← il・の京F}『fジf地域におけろ活動を1860午かち第

92次幻印'i泊手でのÌ!i期にかけて芯察ずろ， Sheflieldk 

予叫IじFIり教授 CharksA. Fisher l:l:18:10年以降におけ

9) ＼ 1 1.＼•II;9: ／J11 を各「「）ごとに栓吋）ーる。貿易面については，

l、(）ll(I(））1大子のアジJ・杯済叩11.‘［五溝師］． A．M.Cahlw(＇ll 

it, 噂叫li加：I，llrt,:」が衣退したII'『期から第 1次ilf..1J!［大戦

tていll'J!t/Jに．jゞけるインドネシアの輸：1,1を各陀品ごとに

杓L,＇、_/;IJ, North Carolina大学の JamesC. Ingram 

{ tク［リ）加IL；‘11,1,1 IJ)械・額・交り条件を統；｝的に検吋して

し、ン：9，

マうヤにつし、ぐは， ¥VongLin Kenが西欧企党の進

/1¥ビ鱈望党の 1LJ式を， NorthernIllinois大学の J.Nor-

man ['armerば， 1937年の中国大農同労働者ストライヤ

の実加を， London大学の T.E. Smithは，中同人・イ

ンド人移民の流入について論じている。 （中村）

哀

£ Fred R. von cler Mchden, Politics of the 

侭畠'1唸（ぐ胃訊竺二：言cwood(＿＿h1―fs,N J.，I 
富2次大茂後，それまで柏民地であった大部分の国々

が兄1位：を近戊し，新たな国づくりを進めている。だがそ

,i l、らii 1J孔，h［ 1 1は 1玉；渭門「政権，一党独哉，クーデタ ， 

臼，「，L八どの火きな政治的］か悩を背負っている。安定政権

0):ili l『1c:111内統・(！）出成どは，新聞謂同の 2大課図であ

く')、,

1<，！ ［. i.t, •｝／ン J' ，アノリカ， J テン・ Iつメリカ i,`--;/)に

る役；［し，杓Iマ．Iと対蒙として，それらの政沿的．不安と不統・

¢)li,j1,1リに公析の光をあてようとするものである。第 1虚

(,'）畠面に鯰 1V.、て第 2ぷでは柑il.｛池時代の遺産が独立後の

政冶・経済・社会の各分野にいかなる影膊をlj.えている

かを1合察する。第 3衣では民族・宋教問題など氏族的統

・ヘ性を論じている。これらを前提として，以下第 4卒政

I I 0 
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党，第 5亨政治的にリート，第 6↑;I Ii「』;(/）政治活動，第

7 ．窄｛デすロギ•-と，新典□政治の1裏本的な間瓢，1iにつ

いて分析を煎間している 3

苅者は，現在ウィスコンシン大’学の政冶学教授e後進1上l

問題の専門家で，主杓は Religionand nationalism in 

South-east Asia, 1963である。 （柳）

| ［；b［三：；：f:：［］lcl三"̀ loynOIr:]| 
木料は，インドの内門図甚館の中で，最も充実した貰

料とスタッフを布し，その活動分野でも指祁的役‘ll;］を果

たしている「インド円際問四研究所同贅館 1が紺さんし

たものである 0 Sapru Houseの名て視し主れているIぃl!ill.

究所は IndiaQuarterlyを刊行しているごとは衆知の

ところであz，り阪咽館も， インド閃内:fi麻固の艮忙である

こ，ン •Ifナタン i・内 1”) ．t ぎ協）J行である館長ヤルジャ・ク

マ・”・ルの指導の下に何年 I)ortlmrntson小 i(111｛年1irs

と Scl('rtarti(‘1、9、.oII (‘1/rrOIt af知irsをnl行1てぎ I:

が，前行を担大修布し， Jデジア問題に閏,)・ろドヤ 1 メン'

トだけでたくアジア語1月の動向に関ずろ記＇ドをも収録す

ろことにしたのが本芥 Dorumentationon Asiaで今後

伯年刊行されるごとになっている。第 1巻とも言える本

胄は1960年のドキ L メント，雑誌氾’lf、l：り収録したもの

で，収録総クイトル数は約4000あまり，地城別，団別に

編成され，その中は各主題別になっている。アジア諸忙

の政治・経済関係のドキュメント，雑誌記市を知るに非

常に便利であり，また使いやすいように編さんされてい

る。インドにおける社会科学部門でのドキュメンテさ・ーシ

：Iン話動の成果として，インド労働省図lt『[！が刊行して

いる月刊 Docurncntationof Lahourと乍刊 Labour

Literature; a biblioRraf>hyとともに， インド1可I繋IHl『虹

研究所図芥煎叫嗜1J:汀：日に値する芥誌どいえ．J::うり

（松谷）

! Institut() Mexicano de Investigacion(＇s lhorl(9)-
micas, La mIC.stidn (le la tierra, 4 vol̀、M(xic(）,！ 
i 1960~1962. 〕

本得I(ti‘r ／コ革命の始主った1910年から憲i、i1叫 泣 の

1917年主での間に発表された士地間国に閃する主要芥作

を収集し，年代順に編さんしたもので， 4巻，tりたって

いる，

第 1忍は1910年から1911年までで， GustavoDur{mの

I-．1 :] It 1 ![l訊lI t(ど8命文，第 2‘じIt1911り'.7）、ら 1(）1 3年

生てで， FelipeSanlihMaz(1）「農棠l,ll辿の解決］たとぐ

12論文，第 3在は 191:1年から 1914年主でで， Tcksforo

Carciaの「メキジコにおける土地間閣について」など］2

論文，第 4巻は VincenteLomhardo Toledanoの「1:

地分和し」など11論文がそれそれ収録されている。

本芥を編さんした JnstitutoMexicano de Invcstiga-

cioncs Econ{,micasではさらにメキシコ革命の歴史に関

する既刊の許作を幅化し，シリーズとして出版する予定

である。 （山田）

! Ccorgiana G. S1cvens, ed., The United States旦

忍
想(IIul the Middle East, Englewood Cliffs, 9 
l'rentice-llall, 1'l64, 182p. 

>

｀ 
本，ttは， 195(）｛|., l) • 9 ]） • J’ イゼンノ‘IJーに t-_,・c, こI

＂ンビ f大学に設ヽ'r.さiしに TheJ¥m<"rican J¥sscmhly(l） 

第24111羹ふのために1化viiiされた論文集である。内容は，

第 1歎中東の全般的背蚊 (W.Sands)，第 2章社会の近

代化 (W.R.Polk)，第 3卒経済の近代化 (A.J. Meyer), 

第 4咲中東における/fl内なちびに国際政治 (J.C. Bure-

wit/』）， 第 5箪今 II(l））デラブー-ーーイスラエル ll¥l題 (11.B. 

Ellis), 第 6咲）→メリカの政策と中東 (RIL Nolte)から

なっている。

現在， liti吹社会の影孵をうけて急速に近代化しつつあ

る中京社会のその変革の過程と，それに対応する第 2次

大戦以後のアメリカの中東政策，を跡づけながら，今後

の政策の方向を述べている。

なお， 1h]様な資料として，＇［ heAmerican Assembly 

から， The United States and the Far East (1962), 

The United States and Latin America (1963), The 

United States and Africa (1963)，などが公刊されて

＼・ヽる r, （小坂）
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「特別英連）似似アフリカ援臥J,,1恨ii」は196(）年9J1に， f 

ソリ）J(!）英連邦諸国への援助と促進する意図で間かれた

灼叫I；経済協議会淡で決定し，現在3年目である。第 2

部「政策と，，I両」で，援助供与国，被援助国各国別に援

助活動の概要が示され，付録には，援助形態別（資本援

助，技街援助）にくわしく佃々の援助活動が一覧表に示

されている。 （中村）

l I I 


